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Adobe FrameMaker 文字セット
この文書では、Adobe FrameMaker 9 の Unicode 文字セットのサポートについて説明します。

FrameMaker 9 文字セット
FrameMaker 9 では、Unicode 文字セットをサポートしており、Unicode のサポートを提供するため
に、UTF-8 エンコードを利用しています。Unicode 文字セットに関して詳しくは、www.unicode.org を
参照してください。

FrameMaker 文書で作業を行う際には、関連する言語の Input Method Editor（IME）を利用することにより、
さまざまな言語の文字を挿入することができます。特定の文字を挿入するには、以下を利用します。

• 文字パレットユーティリティ（FrameMaker 9 からファイル／ユーティリティ／文字パレットを選択
します）

• 16 進数入力パレット（FrameMaker 9 からファイル／ユーティリティ／ 16 進数入力を選択します）

• Windows の文字コード表ユーティリティ（プログラム／アクセサリ／システムツール／文字コード
表を選択します）

FrameMaker 9 における Unicode サポートの詳細については、
help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/9.0/Using/ を参照してください。

選択されたフォントの文字グリフが利用できない場合、その場所には疑問符（？）が表示されます。た
だし、元のコードポイントは保持されるので、正しいフォントを適用すれば、グリフが表示されます。

重要：Symbol フォントや Dingbat フォントの文字を入力するには、必要なフォントを選択してから、
コンテンツを入力します。

MIF 文書では、特殊文字の中に文字名で表現することができないものがあるので、そのような文字に
ついては、UTF-8 コードポイントを入力する必要があります。詳細は、FrameMaker MIF リファレンス
ガイド、または、FDK プログラマガイドを参照してください。

FrameMaker では、「\x20」未満のコードポイント（制御コード）を内部用に使います。制御コードは、
周囲のテキストのフォーマットの仕方を指定します。

ユーロ通貨記号を挿入する
FrameMaker 9 文書にユーロ通貨通貨記号を挿入には、対応する IME や文字パレットを使います。文書
を複数の FrameMaker バージョンや、Unicode 以外のアプリケーションで開くには、Adobe Euro
Monospace、Adobe Euro Sans、Adobe Euro Serif、Unicode フォントのいずれかのフォント名を使う
ようにしてください。

Adobe Type 1 Euro Sans、Adobe Euro Serif、Adobe Euro Monospace のフォント名は、自己解凍型の
実行ファイルの中に配置されます。これらのフォントをインストールするには、FrameMaker インス
トールフォルダの中にある Eurofont.exe ファイルをダブルクリックします。フォントファイルを別個
のフォルダに解凍します。そして、コントロールパネルを開いて、フォント／ファイル／新しいフォ
ントのインストールを選択し、解凍されたフォントをインストールします。

http://www.unicode.org
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/9.0/Using
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FrameMaker 7.x 文字セットのサポート
FrameMaker 7.x 文書を FrameMaker 8 や FrameMaker 9 で開く際には、フォントエンコーディングを利
用して文字を Unicode エンコードに変換します。

FrameMaker 7.x 以前の場合、文書を作成するのに使われたものと異なるプラットフォーム（オペレー
ティングシステム、ロケール）で開くと、ANSI 文字セットでは利用できない文字のところには長方形
が表示されます。ただし、FrameMaker は文字コードを保持するので、文書を再作成するのに使われた
プラットホーム上で開きなおすと、正しい文字が表示されます。

FrameMaker 7.x 以前の文書を FrameMaker 9 で開いたときには、利用できない文字を Unicode に変換
して、変換された文字は正しく表示されると仮定します。

FrameMaker 9 では、ZapfDingbats（Dingbat）、Symbol、Standard（プラットフォーム依存のレガシー
文字セット）の 3 種類の文字セットをサポートしています。これらの文字セットからの文字を入力する
のに使われるキーボードショートカットの一部は、FrameMaker 9 でも継続してサポートされています。

この文書は、各文字セットでサポートされたキーボードショートカットの一覧表を提供します。また、
この表は、16 進コードの値も提供します。「16 進コード」は、各文字を内部的に表すのに使われます。

引用符やアポストロフィの入力方法の説明では、引用符の自動調節がオフになっていると仮定してい
ます。引用符の自動調節に関して詳しくは、FrameMaker ユーザガイドを参照してください。

FrameMaker 9 文字セット
標準文字セット全キーボードショートカットが、FrameMaker 9 でサポートされます。

Symbol および Dingbat 文字セット 16 進コードが 127 以下の文字のキーボードショートカットは、
FrameMaker 9でサポートされます。16進コードが127より大きい文字のキーボードショートカットは、
FrameMaker 9 ではサポートされません。

注意 : 詳しくは、標準文字セット 4 および Symbol および Dingbat 文字セット 11 を参照してください。

キーシーケンスを使う
文字の多くは、キーシーケンスによって生成されます。キーシーケンスでは、よく、Ctrl、Esc、Meta
などのキーが使われます。この文書は、キーシーケンスに以下のような表記規則を使います。

また、Windows では、以下のように、ANSI 番号を使って文字を文書に入力することができます。

1  Num Lock を押して、数字キーパッドを有効にします。

2  Alt キーを押しながら、数字キーパッド上のキーを使って ANSI 番号を（頭のゼロを含めて）入力します。

例えば、ANSI 番号を使って「逆さ疑問符」（¿）を 入力するには、Alt を押したまま数字キーパッド上
で 0191 を入力してから、Alt を離します。必ず頭のゼロを含むようにしてください。

例 動作

Ctrl+q Ctrl を押したまま、英小文字の q を押します。

Ctrl+q Shift+a Ctrl を押しながら文字 q を押し、その後、両方のキーを離してから Shift を押しながら文字 a を押します。

Esc ~ Shift+a Esc を押して離し、~（ティルド）を押して離し、さらに、Shift を押しながら文字 a を押します。
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文字セット
Windows 文字セットは、ANSI 文字セットを基本にしていますが、ANSI セットにない文字も一部含ま
れています。

このセクションの表には、Windows 版の FrameMaker 7.x および FrameMaker 8 でサポートされている
文字セット、および、サポートされていないキーボードショートカットの一覧が記載されています。

特殊なハイフン、スペース、リターン、非表示文字用の標準文字セット
以下の表には、FrameMaker 7.x、FrameMaker 8、FrameMaker 9 でサポートされている特殊なハイフ
ン、スペース、リターン、非表示文字の一覧が記載されています。

特殊なハイフン、スペース、リターン、非表示文字

標準文字セット Symbol および Dingbat 文字セット

16 進
コード

キーまたはキーシーケ
ンス

標準文字セット：グ
ラフィックと名前

16 進
コード

キーまたはキーシー
ケンス

Symbol セット：グラ
フィックと名前

ZapfDing
bats: グラ
フィック

\x04 Esc ハイフン Shift+d、
Ctrl+ ハイフン

任意ハイフン \x04 Esc ハイフン Shift+d、
Ctrl+ ハイフン

任意ハイフン

\x05 Esc n s ハイフネーション
禁止

\x05 Esc n s ハイフネーション
禁止

\x15 Esc ハイフン h 非分離ハイフン \x15 Esc ハイフン h 非分離ハイフン

\x08 タブ タブ \x08 タブ タブ

\x09 Shift+Return 強制改行 \x09 Shift+Return 強制改行

\x0a 改行 段落の最後 \x0a 改行 段落の最後

\x10 Esc スペースバー 1（数
字の 1）

特殊スペース \x10 Esc スペースバー 1
（数字の 1）

特殊スペース

\x11 Esc スペースバー h、
Ctrl+ スペースバー

ハードスペース \x11 Esc スペースバー h、
Ctrl+ スペースバー

ハードスペース

\x12 Esc スペースバー t 極細スペース \x12 Esc スペースバー t 極細スペース

\x13 Esc スペースバー n、ま
たは Alt+Ctrl+ スペース
バー

en スペース \x13 Esc スペースバー n、
または Alt+Ctrl+ ス
ペースバー

en スペース

\x14 Esc スペースバー m、ま
たは Ctrl+Shift+ スペー
スバー

em スペース \x14 Esc スペースバー m、
または Ctrl+Shift+ ス
ペースバー

em スペース

\x27 Ctrl+' ' 一重引用符 \x27 Ctrl+' ‘ となるような '

\x60 Ctrl+‘ ` グラーブ \x60 Ctrl+' ‘ 平方根の継続 `

\xda Ctrl+q Shift+z / 分数 \xda

\xde Ctrl+q Shift+w 予約 \xde

\xdf Ctrl+q ‘ 予約 \xdf

\xf5 Ctrl+q Shift+m 予約 \xf5

\xf9 Ctrl+q t 予約 \xf9
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標準文字セット
以下の表には、FrameMaker 7.x、FrameMaker 8、FrameMaker 9 でサポートされている標準文字セッ
トの一覧が、ANSI 番号順で記載されています。

\xfa Ctrl+q r ú 予約 \xfa

\xfe Ctrl+q Shift+j þ 予約 \xfe

\xfd Ctrl+q Shift+f ý ダブルアキュート \xfd

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前

032 \x20 スペース スペース

033 \x21 ! ! 感嘆符

034 \x22 " （引用符の自動調節無効） " 二重引用符

035 \x23 # # 番号記号

036 \x24 $ $ ドル

037 \x25 % % パーセント

038 \x26 & & アンパサンド

040 \x28 ( ( 左括弧

041 \x29 ) ) 右括弧

042 \x2a * * アスタリスク

043 \x2b + + +（プラス）

044 \x2c ,（コンマ） , ,（コンマ）

045 \\ -（ハイフン） - ハイフン

046 \x2e . （ピリオド） . .（ピリオド）

047 \x2f / / スラッシュ

048 \x30 0 0 0（数字の 0）

049 \x31 1 1 1（数字の 1）

050 \x32 2 2 2

051 \x33 3 3 3

052 \x34 4 4 4

053 \x35 5 5 5

特殊なハイフン、スペース、リターン、非表示文字

標準文字セット Symbol および Dingbat 文字セット

16 進
コード

キーまたはキーシーケ
ンス

標準文字セット：グ
ラフィックと名前

16 進
コード

キーまたはキーシー
ケンス

Symbol セット：グラ
フィックと名前

ZapfDing
bats: グラ
フィック
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054 \x36 6 6 6

055 \x37 7 7 7

056 \x38 8 8 8

057 \x39 9 9 9

058 \x3a : : コロン

059 \x3b ; ; セミコロン

060 \x3c < < より小さい

061 \x3d = = 等しい

062 \x3e > > より大きい

063 \x3f ? ? 疑問符

064 \x40 @ @ アットマーク

065 \x41 A A A

066 \x42 B B B

067 \x43 C C C

068 \x44 D D D

069 \x45 E E E

070 \x46 F F F

071 \x47 G G G

072 \x48 H H H

073 \x49 I I I

074 \x4a J J J

075 \x4b K K K

076 \x4c L L L

077 \x4d M M M

078 \x4e N N N

079 \x4f O O O

080 \x50 P P P

081 \x51 Q Q Q

082 \x52 R R R

083 \x53 S S S

084 \x54 T T T

085 \x55 U U U

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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6

086 \x56 V V V

087 \x57 W W W

088 \x58 X X X

089 \x59 Y Y Y

090 \x5a Z Z Z

091 \x5b [ [ 左角括弧

092 \x5c \ \ バックスラッシュ

093 \x5d ] ] 右角括弧

094 \x5e ^ ^ ASCII サーカムフレクス

095 \x5f _ ( アンダーライン ) _ アンダースコア

097 \x61 a a a

098 \x62 b b b

099 \x63 c c c

0100 \x64 d d d

0101 \x65 e e e

0102 \x66 f f f

0103 \x67 g g g

0104 \x68 h h h

0105 \x69 i i i

0106 \x6a j j j

0107 \x6b k k k

0108 \x6c l l l

0109 \x6d m m m

0110 \x6e n n n

0111 \x6f o o o

0112 \x70 p p p

0113 \x71 q q q

0114 \x72 r r r

0115 \x73 s s s

0116 \x74 t t t

0117 \x75 u u u

0118 \x76 v v v

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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0119 \x77 w w w

0120 \x78 x x x

0121 \x79 y y y

0122 \x7a z z z

0123 \x7b { { 左中括弧

0124 \x7c | | 縦棒

0125 \x7d } } 右中括弧

0126 \x7e ~ ~ ASCII チルド

0130 \xe2 Ctrl+q b ‚ 低い一重コンマ引用符

0131 \xc4 Ctrl+q Shift+d ƒ フロリン

0132 \xe3 Ctrl+q c „ 低い二重コンマ引用符

0133 \xc9 Ctrl+q Shift+i) … ...（省略記号）

0134 \xa0 Ctrl+q スペースバー † ダガー

0135 \xe0 Ctrl+q ` ‡ ダブルダガー

0136 \xf6 Ctrl+q v ˆ シルコンフレックス

0137 \xe4 Ctrl+q d ‰ 千単位記号

0138 \xb3 Ctrl+q 3 š 予約

0139 \xdc Ctrl+q \ ‹ 左一重ギュメ

0140 \xce Ctrl+q }

Shift+n

Œ OE

0145 \xd4 Ctrl+q

Shift+t または `

‘ 左一重引用符

0146 \xd5 Ctrl+q

Shift+u

’ 右一重引用符

0147 \xd2 Alt+Ctrl+` または

Ctrl+q Shift+r

“ 左二重引用符

0148 \xd3 Ctrl+Alt+' または

Ctrl+q Shift+s

” 右二重引用符

0149 \xa5 Ctrl+q % • ビュレット

0150 \xd0 Ctrl+q Shift+p – 半角ダッシュ

0151 \xd1 Ctrl+q Shift+q — 全角ダッシュ

0152 \xf7 Ctrl+q w ~ ティルド

0153 \xaa Ctrl+q * ™ 商標（Serif）

0154 \xf0 Ctrl+q p š 予約

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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0155 \xdd Ctrl+q ] › 右一重ギュメ

0156 \xcf Ctrl+q Shift+o œ oe

0159 \xd9 Esc % Shift+y Ÿ Y ダイアラシス

0161 \xc1 Ctrl+q Shift+a ¡ 逆さ感嘆符

0162 \xa2 Ctrl+q " ¢ セント

0163 \xa3 Ctrl+q # £ ポンド

0164 \xdb Ctrl+q [ ¤ 通貨記号

0165 \xb4 Ctrl+q 4 ¥ 円

0166 \xad Ctrl+q ハイフン ¦ パイプ

0167 \xa4 Ctrl+q $ § セクション

0168 \xac Ctrl+q , ¨ ダイアラシス

0169 \xa9 Ctrl+ q ) © 著作権（Serif）

0170 \xbb Ctrl+q ; ª 女性序数

0171 \xc7 Ctrl+q Shift+g « 左二重ギュメ

0172 \xc2 Ctrl+q Shift+b ¬ 論理否定

0173 \x2d -（ハイフン） - ハイフン

0174 \xa8 Ctrl+q ( ® 登録商標（Serif）

0175 \xf8 Ctrl+q x ¯ マクロン

0176 \xfb Ctrl+q { ° リング

0177 \xb1 Ctrl+q 1 ± プラスマイナス

0178 \xb7 Ctrl+q 7 2 予約

0179 \xb8 Ctrl+q 8 3 予約

0180 \xab Ctrl+q + ´ アキュート

0181 \xb5 Ctrl+q 5 µ 予約

0182 \xa6 Ctrl+q & ¶ 段落

0183 \xe1 Ctrl+q a · 中央ピリオド

0184 \xfc Ctrl+q ¦ ¸ セディユ

0185 \xb6 Ctrl+q 6 1 予約

0186 \xbc Ctrl+q < º 男性序数

0187 \xc8 Ctrl+q Shift+h » 右二重ギュメ

0188 \xb9 Ctrl+q 9 ¼ 予約

0189 \xba Ctrl+q : ½ 予約

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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0190 \xbd Ctrl+q = ¾ 予約

0191 \xc0 Ctrl+q @ ¿ 逆さ疑問符

0192 \xcb Esc ` Shift+a À A グラーブ

0193 \xe7 Esc ' Shift+a Á A アキュート

0194 \xe5 Esc ^ Shift+a Â A シルコンフレックス

0195 \xcc Esc ~ Shift+a Ã A ティルド

0196 \x80 Esc % Shift+a Ä A ダイアラシス

0197 \x81 Esc * Shift+a Å A リング

0198 \xae Ctrl+q . Æ AE

0199 \x82 Esc , Shift+c Ç C セディユ

0200 \xe9 Esc ` Shift+e È E グラーブ

0201 \x83 Esc ' Shift+e É E アキュート

0202 \xe6 Esc ^ Shift+e Ê E シルコンフレックス

0203 \xe8 Esc % Shift+e Ë E ダイアラシス

0204 \xed Esc ` Shift+i Ì I グラーブ

0205 \xea Esc ' Shift+i Í I アキュート

0206 \xeb Esc ^ Shift+i Î I シルコンフレックス

0207 \xec Esc % Shift+i Ï I ダイアラシス

0208 \xc3 Ctrl+q Shift+c Ð 予約

0209 \x84 Esc ~ Shift+n Ñ N ティルド

0210 \xf1 Esc ` Shift+o Ò O グラーブ

0211 \xee Esc ' Shift+o Ó O アキュート

0212 \xef Esc ^ Shift+o Ô O シルコンフレックス

0213 \xcd Esc ~ Shift+o Õ O ティルド

0214 \x85 Esc % Shift+o Ö O ダイアラシス

0215 \xb0 Ctrl+q 0 × 予約

0216 \xaf Ctrl+q / Ø O スラッシュ

0217 \xf4 Esc ` Shift+u Ù U グラーブ

0218 \xf2 Esc ' Shift+u Ú U アキュート

0219 \xf3 Esc ^ Shift+u Û U シルコンフレックス

0220 \x86 Esc % Shift+u Ü U ダイアラシス

0221 \xc5 Ctrl+q Shift+e Ý 予約

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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0222 \xd7 Ctrl+q

Shift+w

Þ 予約

0223 \xa7 Ctrl+q ' ß エスツェット

0224 \x88 Esc ` a à a グラーブ

0225 \x87 Esc ' a á a アキュート

0226 \x89 Esc ^ a â a シルコンフレックス

0227 \x8b Esc ~ a ã a ティルド

0228 \x8a Esc % a ä a ダイアラシス

0229 \x8c Esc * a å a リング

0230 \xbe Ctrl+q > æ ae

0231 \x8d Esc , c ç c セディユ

0232 \x8f Esc ` e è e グラーブ

0233 \x8e Esc ' e é e アキュート

0234 \x90 Esc ^ e ê e シルコンフレックス

0235 \x91 Esc % e ë e ダイアラシス

0236 \x92 Esc ` i ì i グラーブ

0237 \x93 Esc ' i í i アキュート

0238 \x94 Esc ^ i î i シルコンフレックス

0239 \x95 Esc % i ï i ダイアラシス

0240 \xb2 Ctrl+q 2 ð 予約

0241 \x96 Esc ~ n ñ n ティルド

0242 \x98 Esc ` o ò o グラーブ

0243 \x97 Esc ' o ó o アキュート

0244 \x99 Esc ^ o ô o シルコンフレックス

0245 \x9b Esc ~ o õ o ティルド

0246 \x9a Esc % o ö o ダイアラシス

0247 \xd6 Ctrl+q Shift+v ÷ 予約

0248 \xbf Ctrl+q ? ø o スラッシュ

0249 \x9d Esc ` u ù u グラーブ

0250 \x9c Esc ' u ú u アキュート

0251 \x9e Esc ^ u û u シルコンフレックス

0252 \x9f Esc % u ü u ダイアラシス

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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Symbol および Dingbat 文字セット
以下の表には、FrameMaker の旧バージョン および FrameMaker 9 でサポートされている Symbol およ
び Dingbat 文字セットの一覧が 16 進番号順に記載されています。

0253 \xc6 Ctrl+q Shift+f ý 予約

0254 \xca Ctrl+q Shift+j þ 予約

0255 \xd8 Esc % y ÿ y ダイアラシス

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケ
ンス

Symbol セット：グラフィックと名前 ZapfDingbats: グラ
フィック

032 \x20 スペース スペース

033 \x21 Shift+!  感嘆符 ✁

034 \x22 Shift+"  普通限定子 ✂

035 \x23 Shift+#  番号記号 ✃

036 \x24 Shift+$  存在限定子 ✄

037 \x25 Shift+%  パーセント ☎

038 \x26 Shift+&  アンパサンド ✆

040 \x28 Shift+(  左括弧 ✈

041 \x29 Shift+)  右括弧 ✉

042 \x2a Shift+*  数学アスタリスク ☛

043 \x2b Shift++  +（プラス） ☞

044 \x2c ,（コンマ）  ,（コンマ） ✌

045 \x2d -（ハイフン）  マイナス ✍

046 \x2e . （ピリオド）  .（ピリオド） ✎

047 \x2f /  スラッシュ ✏

048 \x30 0  0（数字の 0） ✐

049 \x31 1  1（数字の 1） ✑

050 \x32 2  2 ✒

051 \x33 3  3 ✓

052 \x34 4  4 ✔

053 \x35 5  5 ✕

054 \x36 6  6 ✖

055 \x37 7  7 ✗

標準文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケンス 標準文字セット：グラフィックと名前
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056 \x38 8  8 ✘

057 \x39 9  9 ✙

058 \x3a :  コロン ✚

059 \x3b ;  セミコロン ✛

060 \x3c ,  より小さい ✜

061 \x3d =  等しい ✝

062 \x3e >  より大きい ✞

063 \x3f ?  疑問符 ✟

064 \x40 @  合同 ✠

065 \x41 A  アルファ ✡

066 \x42 B  ベータ ✢

067 \x43 C  カイ ✣

068 \x44 D  デルタ ✤

069 \x45 E  エプシロン ✥

070 \x46 F  ファイ ✦

071 \x47 G  ガンマ ✧

072 \x48 H  イータ ★

073 \x49 I  イオタ ✩

074 \x4a J  シータ 1 ✪

075 \x4b K  カッパ ✫

076 \x4c L  ラムダ ✬

077 \x4d M  ミュー ✭

078 \x4e N  ニュー ✮

079 \x4f O  オミクロン ✯

080 \x50 P  パイ ✰

081 \x51 Q  シータ ✱

082 \x52 R  ロー ✲

083 \x53 S  シグマ ✳

084 \x54 T  タウ ✴

085 \x55 U  イプシロン ✵

086 \x56 V  シグマ 1 ✶

087 \x57 W  オメガ ✷

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケ
ンス

Symbol セット：グラフィックと名前 ZapfDingbats: グラ
フィック
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088 \x58 X  グザイ ✸

089 \x59 Y  プサイ ✹

090 \x5a Z  ゼータ ✺

091 \x5b [  左角括弧 ✻

092 \x5c \  ゆえに ✼

093 \x5d ]  右角括弧 ✽

094 \x5e ^  垂直 ✾

095 \x5f _ ( アンダーライン )  アンダースコア ✿

097 \x60 a  アルファ ❁

098 \x62 b  ベータ ❂

099 \x63 c  カイ ❃

100 \x64 d  デルタ ❄

101 \x65 e  エプシロン ❅

102 \x66 f  ファイ ❆

103 \x67 g  ガンマ ❇

104 \x68 h  イータ ❈

105 \x69 i  イオタ ❉

106 \x6a j  ファイ ❊

107 \x6b k  カッパ ❋

108 \x6c l  ラムダ ●

109 \x6d m  ミュー ❍

110 \x6e n  ニュー ■

111 \x6f o  オミクロン ❏

112 \x70 p  パイ ❐

113 \x71 q  シータ ❑

114 \x72 r  ロー ❒

115 \x73 s  シグマ ▲

116 \x74 t  タウ ▼

117 \x75 u  イプシロン ◆

118 \x76 v  オメガ 1 ❖

119 \x77 w  オメガ ◗

120 \x78 x  グザイ ❘

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケ
ンス

Symbol セット：グラフィックと名前 ZapfDingbats: グラ
フィック
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FrameMaker 8ではサポートされていないSymbolおよびDingbat文字セット用のキーボードショートカット
以下の表には、FrameMaker の旧バージョンでサポートされている Symbol および Dingbat 文字セット
の一覧が記載されています。FrameMaker 9 でも、対応する Unicode 文字を挿入することは可能です
が、キーボードショートカットはサポートされていません。

121 \x79 y  プサイ ❙

122 \x7a z  ゼータ ❚

123 \x7b {  左中括弧 ❛

124 \x7c |  縦棒 ❜

125 \x7d }  右中括弧 ❝

126 \x7e ~  相似 ❞

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキー
シーケンス

Symbol セット：
グラフィックと名前

Dingbats:
グラフィック

0130 予約

0131 予約

0132 予約

0133 予約

0134 予約

0135 予約

0136 予約

0137 予約

0138 予約

0139 予約

0140 予約

0145 予約

0146 予約

0147 予約

0148 予約

0149 予約

0150 予約

0151 予約

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキーシーケ
ンス

Symbol セット：グラフィックと名前 ZapfDingbats: グラ
フィック
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0152 予約

0153 予約

0154 予約

0155 予約

0156 予約

0157 予約

0158 予約

0159 予約

0161 \xa1 Ctrl+q !  イプシロン 1 ❡

0162 \xa2 Ctrl+q "  分 ❢

0163 \xa3 Ctrl+q #  以下 ❣

0164 \xa4 Ctrl+q $  分数 ❤

0165 \xa5 Ctrl+q %  無限大 ❥

0166 \xa6 Ctrl+q &  フロリン ❦

0167 \xa7 Ctrl+q '  クラブ ❧

0168 \xa8 Ctrl+q (  ダイヤ ♣

0169 \xa9 Ctrl+ q )  ハート ♦

0170 \xaa Ctrl+q *  スペード ♥

0171 \xab Ctrl+q +  左右向き矢印 ♠

0172 \xac Ctrl+q ,  左向き矢印 ①

0173 \xad Ctrl+q -  上向き矢印 ②

0174 \xae Ctrl+q .  右向き矢印 ③

0175 \xaf Ctrl+q /  下向き矢印 ④

0176 \xb0 Ctrl+q 0  度 ⑤

0177 \xb1 Ctrl+q 1  プラスマイナス ⑥

0178 \xb2 Ctrl+q 2  秒 ⑦

0179 \xb3 Ctrl+q 3  以上 ⑧

0180 \xb4 Ctrl+q 4  乗算 ⑨

0181 \xb5 Ctrl+q 5  比例 ⑩

0182 \xb6 Ctrl+q 6  偏微分 ⑩

0183 \xb7 Ctrl+q 7  ビュレット ❷

0184 \xb8 Ctrl+q 8  除算 ❸

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキー
シーケンス

Symbol セット：
グラフィックと名前

Dingbats:
グラフィック
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0185 \xb9 Ctrl+q 9  不一致 ❹

0186 \xba Ctrl+q :  恒等 ❺

0187 \xbb Ctrl+q ;  ほぼ等しい ❻

0188 \xbc Ctrl+q <  ...（省略記号） ❼

0189 \xbd Ctrl+q =  垂直矢印の継続 ❽

0190 \xbe Ctrl+q >  水平矢印の継続 ❾

0191 \xbf Ctrl+q ?  キャリッジリターン ❿

0192 \xc0 Ctrl+q @  アレフ ➀

0193 \xc1 Ctrl+q Shift+a  I フラクトゥール ➁

0194 \xc2 Ctrl+q Shift+b  R フラクトゥール ➂

0195 \xc3 Ctrl+q Shift+c  ワイエルシュトラス ➃

0196 \xc4 Ctrl+q Shift+d  円の中に積の記号 ➄

0197 \xc5 Ctrl+q Shift+e  円の中に正符号 ➅

0198 \xc6 Ctrl+q Shift+f  空集合 ➆

0199 \xc7 Ctrl+q Shift+g  積集合 ➇

0200 \xc8 Ctrl+q Shift+h  和集合 ➈

0201 \xc9 Ctrl+q Shift+i  真上位集合 ➉

0202 \xca Ctrl+q Shift+j  上位集合 ➊

0203 \xcb Esc ` Shift+a  部分集合ではない ➋

0204 \xcc Esc ~ Shift+a  真部分集合 ➌

0205 \xcd Esc ~ Shift+o  部分集合 ➍

0206 \xce Ctrl+q Shift+n  エレメント ➎

0207 \xcf Ctrl+q Shift+o  要素ではない ➏

0208 \xd0 Ctrl+q Shift+p  角 ➐

0209 \xd1 Ctrl+q Shift+q  勾配 ➑

0210 \xd2 Ctrl+q Shift+r  登録商標（Serif） ➒

0211 \xd3 Ctrl+q Shift+s  著作権（Serif） ➓

0212 \xd4 Ctrl+q Shift+t  商標（Serif） ➔

0213 \xd5 Ctrl+q Shift+u  積 →

0214 \xd6 Ctrl+q Shift+v  根号 ↔

0215 \xd7 Ctrl+q Shift+w  数学ドット ↕

0216 \xd8 Esc % y  論理否定 ➘

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキー
シーケンス

Symbol セット：
グラフィックと名前

Dingbats:
グラフィック
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0217 \xd9 Esc % Shift+y  論理積 ➙

0218 \xda Ctrl+q Shift+z  論理和 ➚

0219 \xdb Ctrl+q [  左右向き二重矢印 ➛

0220 \xdc Ctrl+q \  左向き二重矢印 ➜

0221 \xdd Ctrl+q ]  上向き二重矢印 ➝

0222 \xde Ctrl+q ^  右向き二重矢印 ➞

0223 \xdf Ctrl+q _  下向き二重矢印 ➟

0224 \xe0 Ctrl+q `  菱形 ➠

0225 \xe1 Ctrl+q a  左山括弧 ➡

0226 \xe2 Ctrl+q b  登録商標（Sans） ➢

0227 \xe3 Ctrl+q c  著作権（Sans） ➣

0228 \xe4 Ctrl+q d  商標（Sans） ➤

0229 \xe5 Esc ^ Shift+a  総和 ➥

0230 \xe6 Esc ^ Shift+e  左括弧上部 ➦

0231 \xe7 Esc ' Shift+a  左括弧の継続 ➧

0232 \xe8 Esc % Shift+e  左括弧の下部 ➨

0233 \xe9 Esc ` Shift+e  左角括弧の上部 ➩

0234 \xea Esc ' Shift+i  左角括弧の継続 ➪

0235 \xeb Esc ^ Shift+i  左角括弧の下部 ➫

0236 \xec Esc % Shift+i  左中括弧の上部 ➬

0237 \xed Esc ` Shift+i  左中括弧の中間 ➭

0238 \xee Esc ' Shift+o  左中括弧の下部 ➮

0239 \xef Esc ^ Shift+o  中括弧の継続 ➯

0240 \xf0 予約

0241 \xf1 Esc ` Shift+o  右山括弧 ➱

0242 \xf2 Esc ' Shift+u  積分 ➲

0243 \xf3 Esc ^ Shift+u  積分上部 ➳

0244 \xf4 Esc ` Shift+u  積分の継続 ➴

0245 \xf5 Ctrl+q u  積分の下部 ➵

0246 \xf6 Ctrl+q v  右括弧の上部 ➶

0247 \xf7 Ctrl+q w  右括弧の継続 ➷

0248 \xf8 Ctrl+q x  右括弧の下部 ➸

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキー
シーケンス

Symbol セット：
グラフィックと名前

Dingbats:
グラフィック
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0249 \xf9 Ctrl+q y  右角括弧の上部 ➹

0250 \xfa Ctrl+q z  右角括弧の継続 ➺

0251 \xfb Ctrl+q {  右角括弧の下部 ➻

0252 \xfc Ctrl+q ¦ ( パイプ )  右中括弧の上部 ➼

0253 \xfd Ctrl+q }  右中括弧の中間 ➽

0254 \xfe Ctrl+q ~  右中括弧の下部 ➾

0255

Symbol および Dingbat 文字セット

ANSI 番号 16 進コード キーまたはキー
シーケンス

Symbol セット：
グラフィックと名前

Dingbats:
グラフィック
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